第52回日本口腔衛生学会のNPO法人日F会議展示報告

平成15年9月26日（金）、27日（土）に北九州国際会議場で開催された日本口腔衛生学会において「NPO法人日F会議の展示」をしましたので、ご報告いたします。

　少し蒸し暑い中、多くのかたが学会に参加し、展示にも多くの方が来られました。そして、来場者にご提供したフロリデーション水、お茶、コーヒー等は、300杯以上にもなりました。フロリデーション水の味に関しても、「冷たくて美味しい」等高評をいただき（フッ素自体に味はありませんが）、フロリデーションについて理解を得られることができました。
　今回の展示には、視覚、聴覚、味覚、嗅覚等を最大限に利用し、情報伝達をすることを目的に工夫しました。以下に展示内容をご紹介します。
＜展示内容＞

	伝達法・特徴
	内容
	準備物

	（１）動画視覚・聴覚伝達

動画による視覚、聴覚等は、歩行者の目を引きやすい。
	プロジェクターによる
フッ素CM映像
	液晶プロジェクター

パソコン

フッ素CMデータファイル

（長崎、佐賀）
スピーカー（パソコン用）

延長コード

	（２）視覚伝達

興味がある人に対しては有効。持ち帰ってみてもらうことができる。

	パネル展示

チラシ・ポスター配布

フッ化物に関する書籍展示

パンフレット展示

NPO法人日F会議申込用紙
	パネル

チラシ、ポスター

本

パンフレット

（上記事務局提供）

	（３）味覚・嗅覚伝達

歩行者に対し、興味を示してもらうには有効。熱い会場は、冷たいフロリデーション水が効果的。フロリデーションは、無味、無臭、無色であること、他の国では、普通に飲まれていること等を説明する。
	フロリデーション水

お茶（八女茶）

コーヒー

博多とおりもん（菓子）
	フロリデーション水

（日大松戸提供）

給水器

コーヒー・コーヒーメーカー

ミルク・砂糖

お茶葉・きゅうす
電気ポット

紙コップ

延長コード


今後のNPO法人日F会議事業の普及啓発活動として、（１）マスコミによる情報伝達の支援、（２）研修会による情報伝達、（３）学会・イベントによる情報伝達、（４）ホームページ・インターネットによる情報伝達であると考えます。
今回の展示は、（３）のモデル事業の位置づけであり、今後とも創意工夫しながら、効果的な伝達法を開発していきたいと思います。

最後に、今回の展示にご協力していただした方々、フロリデーション水を提供していただいた日本歯科大学松戸歯学部に深く感謝いたします。
